
 

 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師プロフィール 

さらべつ昆虫研究所  

 所長 斎藤 彦馬 さん 
 
更別村出身 在住 

北海道知事認定自然ガイド 

自宅では 50 種類ほどの昆虫や爬虫

類、両生類、水生生物を飼育してい

るそうです。 

「自分らしく 自分から」 

 

１ あいさつをしましょう 

２ 廊下を正しく歩きましょう 

３ 時刻を守りましょう 

 

令和６年１０月１８日 発行 

学校だより 

PTAの武田会長さんが講師を紹介して、
授業がスタートしました。 

１年生は、はじめは恐る恐る見ていましたが、珍しい生き物に興

味を示し、夢中になって観察していました。大きなナメクジや珍し

いクワガタ、見たことのないクモや珍しいゴキブリなども見ること

ができました。嫌われることも多い虫ですが、植物の受粉や動物の

死骸を食べて地球のお掃除やさんとなり、生態系や私たち人間が生

きていく上でとても重要な存在であることも学びました。 

ＰＴＡ感動体験プロジェクト １・２年生 

１０月１０日（木）が２年生、１１日（金）には１年生で、PTA

による感動体験プロジェクト「昆虫博士」を開催しました。 

講師は、昆虫博士といわれている「さらべつ昆虫研究所」の斎藤彦
馬（さいとう ひこま）所長でした。講座では、昆虫についての詳し
いお話や、見たこともない珍しい昆虫を実際に見せていただき、子ど
もたちにとって感動の時間となり、たくさんのことを学ぶことができ
ました。 

 

 ２年生 

啓北小学校の PTA活動について 
  
啓北小学校では、PTA活動や組織を大きく見直し、PTAの全ての活動をプロジェクト方式にして実施してい

ます。この「感動体験プロジェクト」も活動の一つであり、プロジェクト委員が中心となって各学年でのプ

ロジェクトを計画し、協力できる方を募って実施しています。 

プロジェクト方式なので、子どもたちのために「やりたいという思い」を実現することができる一方、協

力してくれる方がいないと活動が成り立たないという難しさもあります。今回のプロジェクトも、PTA の方

の思いが、実現した企画です。今後も趣旨をご理解いただき、子どもたちのために協力していただける方は、

ぜひご協力をお願いします 

１年生 

サソリやタランチュラ、カ
マキリなどの珍しい生き
物にびっくり！ のぞき
込んで見ていました。 



  

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

  

  

  

 

    

 

 

 

 

 

  

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

１０月１６日（水）の放課後、一中エリア（一中・啓北・北栄・栄
の４校）の生徒会、児童会の役員が中学校に集まって、エリアサミッ
トを開催しました。本校からは、後期の児童会役員である高木七海さ
んと谷向望世さんの６年生２人が参加しました。 

サミットでは一中の生徒会の進行により、各学校の「あいさつ運
動」について交流しました。本校では、１学期に行った「自分から 
あいさつ大会」の取組を紹介しました。「あいさつビンゴ」で楽しみ
ながら取り組んだことを発表した２人です。あいさつ運動で笑顔が広
がる一中エリアにしたいですね。 

 

☆今週も、子どもたちの安心・安全のために、朝の見守り活動にご協力いただき、ありがとうございます。 

■ 鹿追ウィンドウギャラリー第 18 回花の絵コンテスト 

花とみどりの町づくり協議会長賞  

４年  

遠藤 真由 さん 

 
 ※楯には作品の写真が 
  掲載されていました。 

■ 第 4３回北斗バドミントンジュニアフェスティバル 

  混成 C クラス 単 

  準優勝  

４年  

鈴木  晃 さん  

※所属：Quest 

 

■ 第 37 回財団杯 U-12 サッカー大会 

  第 3 位 

５年 

 加藤 佑志朗 さん 

 佐々木 渉  さん 

 棚村 心晴  さん 

 

※所属：帯広 Jｒサッカークラブ 

一中では、生徒会役員が仮装して、楽しく「あいさつ運動」を行っ
ているそうです。各学校の取組の工夫がわかりました。 

■ 第 41 回東北海道小学生卓球大会  

男子団体 

優 勝  

５年  

吉根 正輝 さん  

※所属：札内クラブ 

 

日時 11月 1日（金）8：30～11：45 

     ※各学年 20分間の発表です。 

 

帯広市では、「新しい時代の学校づくりに向けた考え方」

において、学習発表会は平日の午前開催としています。 

内容としては、日頃の学習活動の成果の発表の場として

位置付けており、文化的な活動を通した自主性や創造性を

高めることをねらいとしています。 

また、子どもたちへの負担を軽減するために、練習時間

は 10時間程度としており、コロナ禍前のように舞台の道

具や衣装づくりに時間をかけたりしませんが、限られた時

間の中で、子どもたちが精一杯表現できる場として工夫し

ていきます。 

 

特別時間割となり本格的な練習がスタート！ 

【お知らせ】 

明日 19日（土）は・・・・ 

啓北地区の子ども放課後居場所づくり事業「啓

北きっず」主催の「土曜きっず」が開催されます。

今回は PTAとのコラボ企画であり、内容は「割れ

ないシャボン玉づくり」です。 

参加申込みされた皆さんは、ハンカチやタオル

を持参してください。なお、雨天の場合は内容を

変更して実施します。 

 


